
��������������	
���������������

���������	
�������������������

����������	
���

��������	�
��������������������

��������	
����������������������

��������	
��������������������

��������	
��������������������

����
�������
�������

桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜ややややややややややヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤママママママママママブブブブブブブブブブキキキキキキキキキキをををををををををを植植植植植植植植植植樹樹樹樹樹樹樹樹樹樹桜やヤマブキを植樹　桜まつり実行委員会



����������� �

　

３
月　

日
（
月
）、
井
手
小
学
校

２０

と
多
賀
小
学
校
で
卒
業
証
書
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
井
手
小
学
校
か
ら　
４９

人
、
多
賀
小
学
校
か
ら　

人
の
卒

１７

業
生
が
、
６
年
間
の
思
い
出
を
胸

に
小
学
校
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
在
校
生
ら
の
大
き

な
拍
手
の
な
か
卒
業
生
が
入
場

し
、
全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱
の
あ

と
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
名
前

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
卒
業
証
書
が

駒
好
修
校
長
か
ら
ク
ラ
ス
ご
と
の

代
表
者
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

駒
校
長
は
、
式
辞
で
「
温
か
く

見
守
っ
て
く
れ
た
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
、
自
信
を

持
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

述
べ
ら
れ
、
続
い
て
恒
例
と
な
っ

て
い
る
在
校
生
代
表
と
教
師
ら
に

よ
る
〝
構
成
詩
〞
が
巣
立
っ
て
い

く
卒
業
生
に
語
り
か
け
ら
れ
る

と
、
卒
業
生
の
中
に
は
、
３
年
間

の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
思
い
出

し
て
涙
す
る
生
徒
も
…
。

　

こ
の
あ
と
卒
業
生
を
代
表
し
て

答
辞
が
述
べ
ら
れ
、
３
年
間
の
中

学
校
生
活
の
思
い
出
を
語
り
、
力

強
く
巣
立
ち
の
決
意
を
述
べ
、
卒

業
生
は
新
し
い
人
生
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

　

泉
ヶ
丘
中
学
校
の
第　

回
卒
業

５９

証
書
授
与
式
が
３
月　

日
（
土
）

１１

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、　

人
の
卒
業
生
は
、

５６

中
学
校
生
活
３
年
間
の
思
い
出
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
校
舎
を
巣
立

っ
て
い
き
ま
し
た
。
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第　

回
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

１０

が
３
月　

日
（
日
）、
同
実
行
委
員

２６

会
（
小
川
俊
雄
実
行
委
員
長
）
と

井
手
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
西
島

��������	


隆
三
会
長
）
の
共
催
で
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
玉
泉
苑
と
石
垣
公
園

を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
は
、
福

祉
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
が
お
互
い
に
協
力
し
合
い
、

社
会
福
祉
活
動
に
対
す
る
理
解
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

玉
泉
苑
で
は
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ

��������	
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わ
れ
、
た
く
さ

ん
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
井

手
町
い
づ
み
太

鼓
「
左
馬
」
が

勇
壮
な
和
太
鼓

演
奏
で
ま
つ
り

の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
ふ
れ
あ

い
」
に
よ
る
朗
読
の
録
音

体
験
、
手
話
体
験
や
介
護

相
談
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
正
午
か
ら
は
、
館
内

の
舞
台
を
使
っ
て
演
芸
コ

ー
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
舞
踊

や
カ
ラ
オ
ケ
に　

組
が
エ

１７

ン
ト
リ
ー
。
石
垣
公
園
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
な
ど
か
ら
う
ど
ん
や

焼
そ
ば
、
ね
ぎ
焼
き
、
魚

の
干
物
な
ど
、
多
く
の
出

店
が
あ
り
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
今
回
初
め
て
行
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汐見町長が府町村会長に再任

　京都府内の１４町村で構成される、
府町村会は３月２日（木）に定期総会
を開催し、会長に汐見明男町長を再
任しました。任期は４月１日から２
年間。
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円、６.３％の減額となります。
　中でも、乳幼児医療費助成や障害者自立支援費とい
った福祉の充実、放課後児童クラブや幼児への絵本配
布など、教育環境の充実を図っています。また、安全
に学ぶ環境を整える泉ヶ丘中学校体育館耐力度調査、
多賀小学校給食配膳棟の耐震補強に加え、災害時の地
域の安全を確保する為の地域防災検討委員会やハザー
ドマップの作成などのソフト事業、日常生活に身近な
道路、下排水路などの生活基盤の整備などにも重点を
置いた予算となっています。

平成18年度予算の概要
　平成１８年度の一般会計は３４億８千万円となり、前年
度に比べて３億４千万円、８.９％の減額となりました。
　また、特別会計は、国民健康保険・老人保健・介護
保険・井手町水道事業・多賀地区簡易水道事業・公共
下水道事業・多賀財産区を合わせて３２億５４３９万８千円、
前年度に比べて１億１３２１万３千円、３.４％の減額となり、
一般会計・特別会計を合わせた総額は、６７億３４３９万８千
円の予算規模となり、前年度に比べて４億５３２１万３千

���

町商工会振興事業補助 ７,５００
小企業特別融資保証料補給 １,７００
町工場等誘致奨励金 ７,５３３
桜まつり ３,４６１

���

町道３２-１号線道路改良 ９０,０００
町道２４-５号線道路改良 １８,０００
橋梁耐震対策補強調査 ２,５００
下排水路改修 １８,２００
玉川砂防公園 ５７０

���

消防委託料 １５３,６８５
消防団資機材購入 １０,５７０
自主防災組織 １５０
ハザードマップ作成 ５,０００
京都府衛星通信系防災情報システム １６,７７６

������

有害鳥獣駆除 ３２２
地域担い手育成総合支援協議会活動強化事業 ５４４
景観作物種子助成 ２００
自然休養村管理センター改修 ２６,９００
婦人研修センター改修 ５,８００

���

国民保護対策 ７１８
合併任意協議会負担金 １,４２０
カジカガエル復元事業 ２２５
交通安全施設整備 １,６９５

���

障害者自立支援事業費 ６２,７８７
デイサービス等委託（弥勒会） １５,９２０
乳幼児医療費助成 １７,６９２
児童手当 ５６,０７０
保育園空調設備設置 ３,１５０

���

予防接種事業 １１,２４８
老人保健事業 ２１,８４０
源氏ボタル保護育成 ２９５
一般廃棄物収集運搬業務委託 ２８,０００
城南衛生管理組合分担金 １３７,０００

���

多賀小給食配膳棟耐震補強 １２,７００
小学校パソコン機器更新 １４,４４０
泉ヶ丘中学校体育館増改築設計 １１,９５０
放課後児童クラブ ６,９４１
文化財発掘調査 ３,０５２
石橋瓦窯跡用地取得 ２,９１２

�����������	
��������

歳出合計　34億8千万円
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３
月
定
例
町
議
会
は
、
３
月
８
日

か
ら　

日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今

２２

議
会
で
は
、
３
人
の
議
員
か
ら
計
９

件
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
平
成　
１８

年
度
井
手
町
一
般
会
計
予
算
な
ど　
３２

件
の
議
案
、
報
告
２
件
、
諮
問
１
件
、

発
議
２
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も

慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
可

決
ま
た
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
町
議
会
で
可
決
成
立
し

た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�

▼
井
手
町
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例

制
定
の
件

▼
井
手
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例
制

定
の
件

▼
井
手
町
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び

緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例
制

定
の
件

▼
井
手
町
共
同
浴
場
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
農
業
委
員
会
の
選
任
に
よ

る
委
員
の
議
会
推
薦
委
員
に
関
す

る
定
数
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災

害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
共
同
墓
地
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
の
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
財
産
区
管
理
会
条
例
等
を
廃

止
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
営
山
吹
共
同
浴
場
の
設
置
、

管
理
並
び
に
使
用
条
例
及
び
井
手

町
営
玉
川
共
同
浴
場
の
設
置
、
管

理
並
び
に
使
用
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
制
定
の
件

▼
綴
喜
郡
井
手
町
と
京
都
府
と
の
間

の
介
護
認
定
審
査
会
に
係
る
事
務

委
託
の
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て

▼
綴
喜
郡
井
手
町
と
城
陽
市
と
の
間

の
介
護
給
付
費
等
の
支
給
に
関
す

る
審
査
会
に
係
る
事
務
委
託
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

▼
指
定
管
理
者
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
件

▼
平
成　

年
度
井
手
町
一
般
会
計
補

１７

正
予
算
（
第
６
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
国
民
健
康
保

１７

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
公
共
下
水
道

１７

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
井
手
財
産
区

１７

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
一
般
会
計
予

１８

算
▼
平
成　

年
度
井
手
町
国
民
健
康
保

１８

険
特
別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
井
手
町
水
道
事
業
会

１８

計
予
算

▼
平
成　

年
度
井
手
町
多
賀
地
区
簡

１８

易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
井
手
町
老
人
保
健
特

１８

別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
井
手
町
介
護
保
険
特

１８

別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
井
手
町
公
共
下
水
道

１８

事
業
特
別
会
計
予
算

▼
平
成　

年
度
井
手
町
多
賀
財
産
区

１８

特
別
会
計
予
算

�
�
�
�

▽
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て　

２

件

�
�
�
�

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
件

�
�
�
�

▼
井
手
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
井
手
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

※
３
月
議
会
で
、
推
薦
さ
れ
ま
し
た
、

町
人
権
擁
護
委
員
の
方
は
次
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
）

●�
�
�
�
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寺
島　

み
さ
尾
（
上
井
手
区
）

育
園
主
任
）
横
田
加
代
子
▽
民
生
部
多
賀
保

育
園
主
任
（
同
部
玉
川
保
育
園
保
育
士
）
中

島
寿
代

【
主
事
級
】
総
務
部
総
務
課
主
事
〈
京
都
府

市
町
村
職
員
実
務
研
修
生
派
遣
〉（
上
下
水
道

部
下
水
道
課
主
事
）
寺
井
佳
孝
▽
民
生
部
福

祉
課
主
事
（
総
務
部
総
務
課
主
事
〈
京
都
府

市
町
村
実
務
研
修
生
派
遣
〉）菱
本
嘉
昭
▽
民

生
部
福
祉
課
主
事
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
主
事
）
坂
井
幸
一
郎
▽
民
生
部
住
民
課
主

事
（
同
和
対
策
室
同
和
・
人
権
政
策
課
主
事
）

飯
田
順
之

◎�
�
�
�
�
�
�

【
主
事
級
】
議
会
事
務
局
主
事
（
総
務
部
企

画
財
政
課
主
事
）
石
井
美
子

◎�
�
�
�
�
�
�
�
	



【
部
長
級
】
教
育
委
員
会
教
育
次
長
・
山
吹

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
学
校
教
育
課
長

事
務
取
扱
（
教
育
委
員
会
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
社
会
教
育
課
長
・
図
書
館
長

事
務
取
扱
）
加
賀
山
睦

【
課
長
級
】
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
・

図
書
館
長
兼
務
（
総
務
部
税
務
課
長
）
原
田

賢
志

【
係
長
級
】
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
係
長

（
同
社
会
教
育
課
主
事
）
薮
田
泰
彦

◎�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

佐
古
清
・
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
課
長
補

佐
兼
学
校
教
育
指
導
主
事
▽
武
田
朋
也
・
上

下
水
道
部
下
水
道
課
主
事
補
▽
中
野
智
恵

子
・
民
生
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
事

補
▽
大
西
春
香
・
民
生
部
玉
川
保
育
園
保
育

士
補
▽
藤
本
春
菜
・
民
生
部
い
づ
み
保
育
園

保
育
士
補

◎�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

上
西
勝
（
上
下
水
道
部
水
道
課
長
）
▽
寺
島

芳
記
（
同
和
対
策
室
同
和
・
人
権
政
策
課
長

い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
・
い
づ
み

児
童
館
長
兼
務
）
▽
松
田
征
子
（
民
生
部
住

民
課
係
長
）
▽
脇
本
正
作
（
総
務
部
税
務
課

主
査
）
▽
秋
塚
澄
江
（
教
育
委
員
会
図
書
館

主
査
）
▽
中
村
房
子
（
民
生
部
い
づ
み
保
育

園
主
任
）

　

役
場
で
は
、
今
後
の
行
政
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
異
動
を

行
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

 

※
カ
ッ
コ
内
は
旧
役
職

◎�
�
�
�
�
�
�

【
部
長
級
】民
生
部
次
長
兼
衛
生
課
長
事
務
取

扱
（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
兼
学
校
教
育
課

長
事
務
取
扱
）
西
田
長

【
課
長
級
】
民
生
部
住
民
課
長
（
議
会
事
務

局
課
長
補
佐
）
飯
田
あ
や
子
▽
上
下
水
道
部

水
道
課
長
（
同
部
水
道
課
課
長
補
佐
）
西
島

楠
博
▽
総
務
部
税
務
課
長
（
民
生
部
衛
生
課

長
）小
川
清
▽
民
生
部
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務
（
同
部

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）
松
岡
武
男
▽
同
和
対

策
室
同
和
・
人
権
政
策
課
長　

い
づ
み
人
権

交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
・
い
づ
み
児
童
館
長
兼

務
（
民
生
部
住
民
課
長
）
岡
田
博

【
課
長
補
佐
級
】
総
務
部
総
務
課
課
長
補
佐

（
同
部
企
画
財
政
課
課
長
補
佐
）中
島
一
也
▽

民
生
部
福
祉
課
課
長
補
佐
（
同
部
福
祉
課
係

長
）
脇
本
和
弘
▽
上
下
水
道
部
水
道
課
課
長

補
佐
（
民
生
部
福
祉
課
係
長
）
新
谷
と
も
子

▽
民
生
部
玉
川
保
育
園
園
長
補
佐
（
同
部
玉

川
保
育
園
主
任
）
松
本
美
智
子
▽
民
生
部
い

づ
み
保
育
園
園
長
補
佐
（
同
部
玉
川
保
育
園

主
任
）
寺
島
育
美

【
係
長
級
】
総
務
部
総
務
課
係
長
（
同
部
総

務
課
主
事
）
木
田
昭
弘
▽
総
務
部
企
画
財
政

課
係
長
（
同
部
総
務
課
係
長
）
奥
山
英
高
▽

民
生
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
（
同

部
保
健
セ
ン
タ
ー
係
長
）
小
笠
原
温
美
▽
事

業
部
建
設
課
係
長
（
上
下
水
道
部
水
道
課
係

長
）
福
井
幸
代
▽
事
業
部
産
業
課
係
長
（
民

生
部
衛
生
課
係
長
）
森
川
康
彦
▽
総
務
部
企

画
財
政
課
主
査
（
事
業
部
産
業
課
主
査
）
村

田
寛
一
▽
総
務
部
総
務
課
主
査
〈
城
南
市
町

村
税
滞
納
整
理
組
合
派
遣
〉（
同
部
税
務
課
主

査
）
野
田
昌
司
▽
民
生
部
衛
生
課
主
査
（
同

部
福
祉
課
主
査
）
田
中
秀
雄
▽
同
和
対
策
室

同
和
・
人
権
政
策
課
主
査
（
事
業
部
建
設
課

主
査
）
鶴
田
好
子
▽
民
生
部
玉
川
保
育
園
主

任
（
同
部
多
賀
保
育
園
主
任
）
窪
田
弘
子
▽

民
生
部
い
づ
み
保
育
園
主
任
（
同
部
玉
川
保



����������� �

が
一
つ
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
な

り
ま
す
。

�
接
種
時
期
が
こ
れ
ま
で
の
生
後

　

ヶ
月
〜　

ヶ
月
（
７
歳
６
ヶ

１２

９０

月
）
未
満
で
各
１
回
か
ら

�
�
�
　

生
後　

ヶ
月
〜　

ヶ
月

１２

２４

未
満
に
１
回

�
�
�
　

就
学
１
年
前
〜
就
学
の

前
日
ま
で
（
年
長
児
）

に
１
回
の
計
２
回
接
種

と
な
り
ま
す
。

※
対
象
者
の
方
に
は
個
別
通
知
し

ま
す
。

※
な
お
、
現
行
制
度
の
麻
し
ん
、

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
ど
ち
ら
か

一
方
で
も
受
け
た
方
、
ま
た

は
、
ど
ち
ら
か
の
病
気
に
か
か

っ
た
方
は
、
こ
の
制
度
に
よ
る

混
合
ワ
ク
チ
ン
の
対
象
者
に
は

乳
幼
児
の
予
防
接
種
に 

関
す
る
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
予
防

１８

接
種
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
の
受

け
方
が
変
わ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�

�
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
ワ
ク
チ
ン

　

小
町
会
は
、
井
手
町
の
特
産
品

づ
く
り
を
は
じ
め
て
か
ら　

年
を

３０

●OPEN　午前9時～午後5時
●休館日　毎週火曜日・金曜日
お茶のサービスやコーヒーを販売して
いますので、お気軽にお越しください

超
え
、
そ
の
間
地
域
の
皆
さ
ん
に

安
心
し
て
食
べ
て
い
た
だ
け
る

「
ク
ッ
キ
ー
」
や
「
み
そ
だ
れ
」

な
ど
を
町
内
で
採
れ
た
も
の
を
使

い
、
色
々
な
商
品
作
り
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
町
商
工
会
の
協
力
を
得

て
、
小
町
会
の
ラ
ベ
ル
作
り
や
、

新
商
品
「
小
町
サ
ブ
レ
」
を
作
り

ま
し
た
。
こ
の
サ
ブ
レ
は
、
井
手

寺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
「 
 　
 
た
る
き 
先 さき

 
瓦 
」
の
模
様
を
か
た
ど
っ
て
い
ま

が
わ
ら

す
。

　

椿
坂
で
は
、
こ
の
サ
ブ
レ
を
は

じ
め
、
た
け
の
こ
し
ぐ
れ
や
ほ
う

じ
茶
な
ど
色
々
な
商
品
を
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。

陶
芸
・
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
・

か
ま
ど
炊
き
体
験
を
し
て

み
よ
う

　

椿
坂
で
は
、
現
在
３
つ
の
体
験

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
　

陶
芸
工
房
山
吹
の
メ
ン

バ
ー
が
丁
寧
に
お
教
え
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
　

昔
な
つ
か
し
い

「
お
く
ど
さ
ん
（
か
ま
ど
）」
で

「
ご
飯
炊
き
」を
体
験
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
　

ふ
る
さ
と

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン

バ
ー
が
、
無
料
で
案
内
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
（
役
場

企
画
財
政
課
内　

℡　

‐
２
０
０

８２

１
）
ま
で

な
り
ま
せ
ん
の
で
保
健
セ
ン
タ

ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
現
在
積

極
的
勧
奨
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

再
開
さ
れ
次
第
対
象
者
の
方
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

井
手
町
で
は
三
種
混
合
の
対
象

を
満
６
ヶ
月
か
ら
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
満
３
ヶ
月
か
ら
と
し
ま

す
。
ま
た
、
１
期
初
回
の
接
種
間

隔
は
３
〜
８
週
間
を
厳
守
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
℡　

‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

 
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
団
体
紹
介  

　
 

小 
町 
会

 

（
阿
辻
好
子
会
長
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

　奈良線沿線を「すごろく」に見たてて楽しむスタ
ンプラリー。今回のテーマは「花」。長池駅と玉水駅
で下車し、それぞれ用意されたコースを城陽のしょ
うぶや井手の山吹を楽しみながらウォーキングしま
す。
　参加者には沿線すごろくマップをお渡しし、コー
ス設定はサイコロを振って行うなど、すごろくゲー
ムの要領で楽しみます。両コースを完歩し、スタン
プを全部集めた方には、組み立てると新旧の奈良線
車両の形となる「すごろくのコマカード」をプレゼ
ントします。（各駅とも先着２５０名）
日　時●５月１３日（土）午前９時半～午後３時
集合駅●ＪＲ奈良線　長池駅または玉水駅
スタート受付●午前９時半～午後３時
ゴール受付●午後４時半まで
コース●
�城陽市コース
長池駅→森山遺跡→甘藷元祖の碑→花の小径→花し
ょうぶ田→長池駅（解散）
�井手町コース
玉水駅→井手の玉川（山吹の花）→橘諸兄公旧跡→
まちづくりセンター椿坂→小野小町塚→地蔵禅院→
玉津岡神社→玉水駅（解散）
�距離は、両コースとも約４～５kmです
�参加費無料
�両コースとも、ゴール地点に午後４時半までに戻
ってください

＊お問い合わせは、役場企画財政課（℡８２‐２００１）
まで



　　　　��������

　

３
月
は
年
度
最
後
の
「
月
」
で
あ
り
、
卒
業

式
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
小
学
校
と
中

学
校
の
卒
業
式
に
参
加
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

の
卒
業
式
は
５
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

の
新
学
期
は
９
月
か
ら
始
ま
る
か
ら
で
す
。
卒

業
式
の
時
間
も
お
昼
で
は
な
く
夜
に
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
両
親
と
も
に
出
席
し
て
も
ら
う
た

め
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
卒
業
式
で
の
「
歌
」
に
よ
る
お
祝
い
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
卒
業
生
が

歌
を
歌
い
、
次
に
在
校
生
が
そ
の
歌
に
対
し
歌

で
応
答
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ

の
卒
業
式
で
は
あ
ま
り
み
る
こ
と
の
で
き
な
い

一
体
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

中
学
校
で
は
、
私
は
日
本
語
が
あ
ま
り
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
先
生
の
贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
生
徒

の
こ
と
を
思
っ
た
と
て
も
よ
い
も
の
だ
と
周
囲

の
雰
囲
気
か
ら
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
本
当
に
す
べ
て
の
卒
業
生
を
誇
り
に
思

っ
て
い
ま
す
。
私
は
み
ん
な
に
英
語
を
教
え
る

こ
と
が
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、

彼
ら
の
未
来
の
幸
せ
を
祈
り
ま
す
！
そ
し
て
小

学
校
を
卒
業
し
た
み
な
さ
ん
は
来
月
中
学
校
で

再
会
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
私
は
泉
ヶ
丘
中
学
校
の
２
年
生
と
一

緒
に
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
参

加
し
た
か
と
言
う
と
、
生
徒
た
ち
は
授
業
や
ク

ラ
ブ
活
動
と
、
時
間
い
っ
ぱ
い
活
動
を
し
て
い

る
の
で
、
私
と
の
接
点
が
授
業
で
し
か
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
修
学
旅
行
へ
一
緒
に
行

く
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
時
間
を
生
徒
た
ち
と

過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
生
徒
た
ち
が
私
を
も
っ

と
知
る
、
良
い
機
会
で
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
と
ク
ラ
ス
の
外
で
時
間

を
過
ご
す
こ
と
は
私
が
彼
ら
を
も
っ
と
理
解
し
、

彼
ら
と
の
よ
い
関
係
を
築
き
上
げ
て
こ
れ
か
ら

の
英
語
に
関
す
る
校
内
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い

け
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

今
回
、
私
は
初
め
て
の
ス
キ
ー
だ
っ
た
の
で

斜
面
に
立
つ
の
も
怖
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

怖
い
と
思
う
こ
と
を
克
服
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
ス
キ
ー
だ

け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
生
活
し
て
い
く
う
え

で
す
べ
て
同
じ
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
本
当
に
生
徒
た
ち
の
ス
キ
ー
、
特
に
初

め
て
ス
キ
ー
を
し
た
人
達
が
す
ご
く
上
手
に
滑

�

�

�

�
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　第２０回井手町解放文化祭（同文化祭実行委員会主催＝中村義孝実行
委員長）が、３月１２日（日）、いづみ人権交流センターや同体育館な
どを会場にして盛大に開かれました。解放セレモニーでは、中村実行
委員長から「今日１日、作品展や舞台発表、模擬店などを楽しんでも
らい、人権の大切さを感じてください」とあいさつ。続いて汐見町長
が「差別のない社会を築くために始まった解放文化祭も第２０回目を迎
えました。これも実行委員会の皆さんのおかげです。今日１日、皆さ
ん楽しんで下さい」とあいさつを行ったあと文化祭の成功を願って恒
例の餅つき大会が行われ、雰囲気は大いに盛り上がりました。
　舞台発表では、愛deバンドの演奏を皮切りにいづみ太鼓『左馬』の
和太鼓演奏・いづみまなび教室の太極拳・演歌舞踊など演舞や演奏、
保育園児たちの手話を使った歌やダンスなどが披露されました。
　引き続いて行われた記念講演会では、ヒューマンバンド「やじろべ
え」を招いて「トーク＆コンサート－確かな出会いを求めて－」と題
し、講演とコンサートが行われました。
　交流センター内では、多くの作品展示、館外では天ぷらやうどん、
ハッシュドポテトなどの模擬店が設けられ大変盛り上がっていました。
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れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
て

感
激
し
ま
し

た
！
こ
の
こ

と
は
学
校
の

外
で
生
徒
た

ち
や
先
生
た

ち
と
時
間
を

過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
貴

重
な
体
験
で

し
た
。



������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
	


�
�
�
�
	
�
�
�
�
�
�
�
�
�日

時
／
５
月　

日
（
土
）

１３

　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時　

分
４０

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

日
時
／
４
月　

日
（
金
）
午
後
７
時
半
〜
９
時

２１

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�
申
し
込
み
は
不
要
で
す

�
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

�
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
４
月　

日
（
水
）
午
前　

時
半
〜
正
午

１９

１０

場
所
／
多
賀
保
育
園

講
師
／
富
野
幼
稚
園
元
園
長　

小
出
礼
子
さ
ん

「
幼
児
期
の
子
を
も
つ
親
と
し
て
何
が
大
切
か
」

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡　

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
焼
き
そ
ば
パ
ー
テ
ィ
ー
》

日
時
／
４
月　

日
（
水
）
午
前　

時
〜

１９

１１

《
ミ
ニ
鉢
植
え
づ
く
り
》

日
時
／
５
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１７

場
所
／
い
ず
れ
も
玉
泉
苑

費
用
／
い
ず
れ
も
２
０
０
円

対
象
／　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

健

康

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

《
転
倒
予
防
教
室
》

日
時
／
５
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

２５

対
象
／　

歳
以
上

６５

講
座
・
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�
	

日
時
／
４
月　

日
（
火
）

２５

　
　

／
５
月
９
日
（
火
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
４
月　

日
（
土
）

２２

　
　

／
５
月　

日
（
土
）

１３

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

日
時
／
５
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡　

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
４
月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１４

２８

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
４
月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１４

２８

　
　

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
人
権
学
習
》

日
時
／
４
月　

日
（
金
）

２８

　
　

午
前　

時
半
〜
正
午
・
午
後
３
時
〜
３
時
半

１１

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
研
修
棟

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
（
℡　

‐
５
７
４
７
）

６３

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

平
成　

年
度
労
働
保
険
料
（
労
災
保
険
・
雇
用

１８

保
険
）
の
申
告
納
付
期
間
は
４
月
１
日
〜
５
月　
２２

日
で
す
。

　

労
働
保
険
料
の
申
告
納
付
の
時
期
が
ま
い
り
ま

し
た
。「
労
働
保
険
概
算
・
確
定
保
険
料
申
告
書
」

に
よ
り
、
５
月　

日
（
月
）
ま
で
に
申
告
納
付
を

２２

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
納
付
は
受
付
会
場
又
は
京
都
労
働

局
、
労
働
基
準
監
督
署
並
び
に
最
寄
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
課
（
℡
０
７
５
‐
２
４
１
‐
３
２
１
３
）
ま
で

ス

ポ

ー

ツ

�
�
�
�
�
�
�
�
	

日
時
／
４
月　

日
（
日
）
午
前
８
時
半
〜

２３

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

日
時
／
５
月　

日
（
日
）
午
前
８
時
半
〜

１４

《
練
習
日
》

日
時
／
５
月　

日
（
土
）
午
後
７
時
〜

１３

場
所
／
い
ず
れ
も
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

日
時
／
５
月　

日
（
日
）
午
前
９
時
〜

２１

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
当
日
は
、
午
前
８
時
半
よ
り
体
育
協
会
総
合
開

会
式
が
行
わ
れ
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事
務
局
（
℡　
８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

４
月
６
日
〜　

日
１５

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�

�
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

�
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

�
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
辺
警
察
署
（
℡　

‐
０

６３

１
１
０
）
ま
で

山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
か
ら
の

お
知
ら
せ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

昨
年
度
受
給
の
方
も
５
月
末
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
年
度
途
中
の
申
請
は
減
額
支
給
と
な

り
ま
す
。（
対
象：

乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
。
毎

年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
他
の
制
度
と
併
せ
て
支

給
の
方
は
、
支
給
額
が
制
限
さ
れ
ま
す
。
京
都
市

以
外
の
方
が
対
象
で
す
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
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�

�

�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
	
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
"
�

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

第
３
次
行
政
改
革
大
綱
・
行
政
改
革
実
施 

計
画（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）を
策
定
し
ま
し
た

　

大
き
な
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
、
本
町
の
取
り

巻
く
情
勢
は
厳
し
く
、
今
後
の
行
政
改
革
に
関
し
、

昨
年　

月
に
住
民
の
代
表
か
ら
な
る
行
政
改
革
懇

１２

談
会
へ
諮
問
を
行
い
、
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
答
申
に
基
づ
き
、
行
政
改
革
推
進
本
部
に
お
い

て
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
と
行
政
改
革
実
施
計
画

（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
大
綱
と
実
施
計
画
の
も
と
住
民

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
行
政
改
革
に
取

り
組
み
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
４
月　

日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

２８

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
４
月　

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１９

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
育
児
相
談
》

日
時
／
５
月　

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１０

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
��

日
時
／
４
月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１１

２５

　
　

／
５
月
９
日
（
火
）

　
　

い
ず
れ
も
午
前　

時
半
〜
午
後
２
時

１０

だ
け
３
ヶ
月
〜　

ヶ
月
の
間
に
２
回
服
用
し
て
く

１８

だ
さ
い
。
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
を
６
週
間
あ

け
て
く
だ
さ
い
。

受
付：

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

日
時
／
４
月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

１７

２４

　
　
　

５
月
１
日
（
月
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
４
月　

日
（
月
）

１０

　
　

／
５
月
８
日
（
月
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
４
月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

２４

場
所
／
玉
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

日
時
／
５
月
１
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は

賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と

祝
祭
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
４
月　

日
（
木
）
午
前
９
時
半
〜
正
午

２７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

日
時
／
４
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

１２

�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
２
歳
半
歯
科
検
診
》

日
時
／
４
月　

日
（
月
）

１７

対
象
／
Ｈ　

・
９
・
１
か
ら
Ｈ　

・　

・　

生
ま
れ

１５

１５
１２
３１

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
５
月
８
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ　

・
９
・
７
か
ら
Ｈ　

・　

・
７
生
ま
れ

１６

１６
１１

受
付：

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
１
時
半

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
三
種
混
合
》

日
時
／
４
月　

日
（
火
）

１８

�
第
一
期
初
回
は
生
後
３
ヶ
月
〜
６
歳
ま
で
に
３

〜
８
週
間
の
間
隔
で
３
回
接
種
。
で
き
る
だ
け
４

歳
ま
で
に
完
了

�
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
１
年

〜
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
４
月　

日
（
火
）

１１

�
生
後
１
〜
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／
４
月　

日
（
火
）

２５

�
生
後
３
ヶ
月
〜　

ヶ
月
ま
で
で
す
が
、
で
き
る

９０

　井手町では、水質検査計画を年度ごとに策定したものを公表して
います。
○平成１８年度水質検査計画の概要
１．品質保証のための水質検査

２．品質管理のための水質検査

※上記検査は井手町水道事業、多賀地区簡易水道事業の配水系統ご
とに行います。
　今後も、住民の皆様に安全な水を安心して飲んで頂けるように、
水質検査に努めます。詳しい内容は、井手町水道課や井手町ホーム
ページで公表しています。
●井手町ホームページ　http://www.town.ide.kyoto.jp/
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水道水質検査計画のお知らせ
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�
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

「
本
を
旅
す
る
」 

出
久
根
達
郎

「
マ
マ
の
神
様
」 

室
井
佑
月

「
べ
っ
ぴ
ん
ぢ
ご
く
」 

岩
井
志
麻
子

「
オ
ー
ラ
の
条
件
」 

林
真
理
子

「
ド
リ
ー
ム
バ
ス
タ
ー
３
」

 

宮
部
み
ゆ
き

「
星
を
数
え
て
」

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

４
月
〜
９
月　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

☆�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
４
月　

・　

・　

日

１７

２４

２７

�
５
月
１
・
２
・
８
〜　

・　

・　

・

１１

１５

２２

　

・　

日

２５

２９

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

�
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

 

デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ー
モ
ン
ド

�
�
�
�

「
む
し
の
う
た
」 

杉
浦
範
茂

「
勇
太
と
死
神
」 

立
石　

彰

「　

ぴ
き
の
か
え
る
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

１０
 

仲
川
道
子

「
く
ち
ば
し 
ど
れ
が
一
番
り
っ
ぱ
？
」

 

薮
内
正
幸

☆�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
春
の
お
は
な
し
会
》

４
月　

日
（
土
）

２２

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

５
月　

日
（
土
）

１３

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

４
月　

日
（
土
）

１５

５
月　

日
（
土
）

２０

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

東京タワー
リリー・フランキー
それはまるで、独楽の芯のよ
うにきっちりと、ど真ん中に
突き刺さっている。東京の中
心に。日本の中心に。ボクら
の憧れの中心に。この話は、
かつて、それを目指すために
上京したオトンと、ボクと、
オカンのちいさな話です。

私一人
大竹しのぶ
デビューから３０余年。仕事、
恋愛、家族…。大切なものを
守るため、心で涙を流しなが
ら、闘い、懸命に生きてきた。
そして辿り着いた「本当の幸
せ」とは－？　今、初めて明
かす、波乱の半生。

ぜったいについていかないよ！
嶋崎政男
「おかあさんが事故にあった」
「道を教えて」「ほしいものを
あげるからおいで」などと大
人にいわれたら…？　どう考
え、どう行動すればよいのか
を、犬のハナ丸くんといっし
ょに考え、わかりやすく伝え
る絵本。

みんな　がいこつ
たなかやすお
がいこつがひとり、がいこつ
がふたり。みんな集まったら、
さあ一緒に遊ぼうよ。やんち
ゃな、がいこつさんたち、い
ったい何をするのかな？最後
には意外な展開が待っている
絵本。
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�
�

�
�
平
成　

年
度
（
平
成　

年
４
月
分
か
ら
平
成

１８

１８

　

年
３
月
分
ま
で
）
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

１９１
３
、８
６
０
円
で
す
。
平
成　

年
度
か
ら
毎
年

１７

２
８
０
円（
月
額
）ず
つ
、平
成　

年
度
に
１
６
、９

２９

０
０
円
に
な
る
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
納
付
書
」
で
金
融
機
関
・
郵
便
局
、
ま
た
は
お

近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
社
会
保
険
事

務
所
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金
保
険
料

納
付
を
一
括
し
て
前
納
す
る
と
割
引
が
あ
り
、
さ

ら
に
、
一
括
前
納
を
口
座
振
替
に
す
る
と
割
引
額

が
有
利
に
な
り
ま
す
が
、
申
し
込
み
月
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

一
括
支
払
い
の
前
納
で
な
く
て
も
、
月
々
の
口

座
振
替
を
早
割（
当
月
保
険
料
の
当
月
末
引
落
し
）

に
す
れ
ば
保
険
料
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振

替
の
お
申
し
込
み
は
、
社
会
保
険
事
務
所
、
各
金

融
機
関
の
窓
口
で
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
（
基
礎

年
金
番
号
な
ど
）
を
記
入
し
て
、
金
融
機
関
届
出

印
を
押
印
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
後
の
生
活
保
障
で

あ
る
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
思
わ
ぬ
事
故

等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
、

生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の

遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
付
期

限
ま
で
に
支
払
っ
て
い
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
年

金
給
付
を
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
期
限
か
ら
２
年
間
を
経
過
す
る
と

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、

将
来
、
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４-８２-２００１）まで
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※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで
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　「その他ごみ」の日にペットボトルや発泡トレーな
どが混ざって出されているのが見受けられます。収
集できない場合がありますので、ごみは必ず決めら
れた日に、決められた種類ごとに出してください。
ご協力をお願いします。
＊お問い合わせは、衛生課（TEL０７７４-８２-２００１）まで

衛生課からの
お願い

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５-６３１-５１７１）まで。



� � � � � � �

���������

��������

��������	

����������������
������������	

��������	
���
��������	
�
���������

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�idekika@silver.ocn.ne.jp
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電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－4412井手小学校有王分校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
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２月に生まれたばかりです。馬ではめずらしく、「三毛
・・

馬
・
」です。一度見に来てください。
…………………………………………………………
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　写真はメールまたは郵送でお送りください（役場持込可）。ペットの
名前・性別、飼い主さんからのコメント、お名前・住所・電話番号を忘
れずに書き添えてください。ご応募お待ちしています。
〒６１０－０３０２　綴喜郡井手町井手南玉水６７
　総務部企画財政課『我が家のペットじまん』係
　E-mail　ｉｄｅｋｉｋａ@ｓｉｌｖｅｒ.ｏｃｎ.ｎｅ.ｊｐ
※ご応募いただいた写真は返却できません

あなたのお家のペットの写真を募集します


